
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
重
視
さ
れ
る
背
景

　

近
年
、
社
員
の
働
き
が
い
や
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

が
重
視
さ
れ
、
企
業
の
課
題
意
識
が
強
ま
っ
て
い
る
。

　
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
は
、
学
術
的
に
は
仕
事
へ
の
活

力
、
熱
意
な
ど
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
充
実
し
た
心
理
状
態
、

つ
ま
り
仕
事
へ
の
熱
意
度
を
示
す
。
し
か
し
組
織
現

場
で
は
、「
従
業
員
一
人
ひ
と
り
が
会
社
の
成
長
と

自
身
の
成
長
を
結
び
付
け
、
会
社
が
実
現
し
よ
う
と

し
て
い
る
戦
略
・
目
標
に
向
か
っ
て
、
自
ら
の
力
を

発
揮
し
よ
う
と
す
る
自
発
的
な
意
欲
」（T

ow
ers 

W
atson, 2014

）、
つ
ま
り
、
高
業
績
に
繋
が
る
企

業
と
個
人
の
強
い
結
び
付
き
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い

る
。
本
稿
で
は
、
後
者
の
観
点
か
ら
考
え
て
い
く
。

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
は
、
自
発
的
な
意
欲
を
意
味
す

る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
異
な
り
、
組
織
へ
の
貢
献
と

そ
れ
に
基
づ
く
自
発
的
な
意
欲
・
行
動
と
い
う
２
つ

青
山
学
院
大
学
経
営
学
部
教
授

山やまも
と本 

寛ひろし

の
要
素
を
併
せ
持
っ
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。

　

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
重
視
さ
れ
る
第
１
の
背
景

が
、
雇
用
環
境
の
変
化
と
人
材
定
着
の
必
要
で
あ
る
。

近
年
、
若
手
人
材
や
高
業
績
人
材
が
キ
ャ
リ
ア
形
成

や
よ
り
良
い
処
遇
を
求
め
転
職
す
る
こ
と
が
一
般
化

し
て
き
た
。
構
造
的
な
人
手
不
足
の
中
、
彼
ら
の
エ

ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
高
め
る
こ
と
で
、
処
遇
以
外
で

も
彼
ら
と
の
絆
を
築
き
定
着（
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
）に
繋

げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

第
２
の
背
景
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ（
持
続
可
能
な
開
発

の
た
め
の
目
標
）へ
の
関
心
の
高
ま
り
で
あ
る
。
特

に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
８（
働
き
が
い
も
経
済
成
長
も
）で
は
、

働
き
が
い
の
あ
る
人
間
ら
し
い
仕
事
を
意
味
す
る

「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
」
の
推
進
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
働
き
が
い
と
は
働
い
た
結
果
プ
ラ
ス
の
意

味
が
見
出
せ
る
こ
と
を
示
し
、「
働
き
が
い
を
感
じ
て

い
る
」状
態
と
し
て
、エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
高
い

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。さ
ら
に
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
８
は
、働
き

方
改
革
の
原
点
で
あ
り
、
働
き
や
す
さ
を
高
め
る
だ

け
で
な
く
、
働
き
が
い
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
、
働

き
方
改
革
の
目
的
で
あ
る
生
産
性
の
向
上
に
繋
が
る
。

　

ま
た
、
社
員
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
高
さ
が
企

業
業
績
に
寄
与
す
る
と
い
う
内
外
の
調
査
結
果
が
公

開
さ
れ
て
い
る
。
我
が
国
で
も
、
社
員
の
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
が
高
い
企
業
で
は
、
営
業
利
益
率
や
労
働

生
産
性
が
高
く
な
る
傾
向
に
あ
る（
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
研
究
所
・
慶
應
義
塾
大
学
大

学
院
岩
本
研
究
室
、
２
０
１
８
）。

我
が
国
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
現
状

　

あ
る
国
際
比
較
調
査
に
よ
る
と
、「
熱
意
あ
ふ
れ

る
社
員（
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
高
い
社
員
）」
の
割

合
は
、
我
が
国
は
６
％（
１
３
９
カ
国
中
１
３
２
位
）

で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
32
％
な
ど
と
比
較
す
る
と
非

働
き
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り

─
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性
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常
に
低
い（Gallup, 2017

）。
逆
に
、「
や
る
気
の
な

い
社
員（
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
低
い
社
員
）」
は
70

％
に
上
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
４
年
前
の
熱
意
溢
れ

る
社
員
７
％
、
や
る
気
の
な
い
社
員
69
％
と
殆
ど
変

化
が
な
い
こ
と
か
ら
み
て
も
、
我
が
国
で
働
く
人
の

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
は
中
期
的
に
み
て
も
低
い
こ
と

が
わ
か
る（Gallup, 2013
）。

い
こ
と
が
分
か
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
社
員
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

を
高
め
る
取
り
組
み
と
し
て
は
、
ま
ず
、
上
司
の
役

割
と
そ
の
資
質
向
上
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
般
に
、
上

司
の
役
割
と
し
て
求
め
ら
れ
る
相
手
に
合
わ
せ
た
励

ま
し
、
教
育
指
導
や
部
下
の
状
態
を
見
な
が
ら
の
権

限
委
譲
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の

ほ
か
、
部
下
と
の
定
期
的
な
個
別
面
談（
１
on
１
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
）の
制
度
化
な
ど
、
日
常
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
づ
く
り
が
有
効
で
あ
る
。
た
だ

し
、
そ
の
場
が
仕
事
の
進
捗
状
況
を
聞
く
だ
け
の
場

で
あ
れ
ば
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
向
上
に
繋
が
ら
な

い
。
場
を
活
か
し
て
い
く
た
め
に
上
司
に
対
す
る
研

修
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。

　

社
員
の
が
ん
ば
り
や
成
果
を
認
め
る
施
策
も
有
効

で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
表
彰
制
度
や
職
務
提
案
報

奨
金
、
ピ
ア
ボ
ー
ナ
ス（
社
員
同
士
が
少
額
の
金
銭

や
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
合
う
制
度
）の
実
施

が
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
ス
キ
ル
の
見
え
る
化
も

効
果
が
期
待
出
来
る
。
ス
キ
ル
の
向
上
度
が
明
ら
か

に
な
る
こ
と
で
周
囲
か
ら
評
価
さ
れ
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
の
向
上
に
繋
が
る
。
同
様
に
、
上
司
が
部
下

に
対
し
て
、研
修
な
ど
で
新
た
に
身
に
付
け
た
ス
キ
ル

を
活
用
す
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
も
有
効
で
あ
る
。

　

社
員
が
働
き
が
い
を
感
じ
続
け
る
こ
と
は
難
し
い
。

企
業
や
上
司
は
、
次
々
と
新
し
い
工
夫
に
取
り
組
み
、

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。

　

要
因
と
し
て
は
、
①
日
本
人
全
体
と
し
て
、「
ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
な
ど
の
中
間
回
答
が
多
い
こ

と
、
②
自
己
の
成
長
と
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
を
重
視
す
る
社
員
の
増
加
と
、
集
団
管
理
を
基
本

と
す
る
日
本
型
雇
用
シ
ス
テ
ム
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
、

③
職
能
型
の
処
遇
、
会
社
主
導
の
異
動
に
い
つ
で
も

応
え
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
や
、
熱
意
や
主
体
性
よ
り

周
囲
の
空
気
を
読
み
な
が
ら
適
切
な
言
動
を
選
択
す

る
能
力
が
重
視
さ
れ
る
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
雇
用
の

限
界
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
る
と
、
本
格
的
な
個
別
管
理
や
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
の

活
用
を
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
高
め
る
取
り
組
み

　

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
向
上
の
た
め
の
具
体
的
施
策

に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
エ
ン
ゲ

ー
ジ
メ
ン
ト
に
有
効
な
施
策
を
国
際
比
較
し
た
結
果

が
図
表
で
あ
る（T

ow
ers W

atson, 2014

）。
こ
れ

に
よ
る
と
、
我
が
国
で
は
、１
位 

権
限
委
譲（Em

-
pow

erm
ent

）、２
位 
業
務
量
と
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス（W

orkload &
 W

ork-Life

）、３
位 

企
業

全
体
の
目
的
・
目
標（Goals &

 O
bjectives

）、４
位 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン（Com

m
unication

）、５
位 

報
酬（Pay

）の
順
で
あ
り
、
他
国
と
順
位
が
大
き
く

異
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ト
ッ
プ
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
や
企
業
の
社
会
的
認
知（Im

age

）が
我
が
国
だ

け
ラ
ン
ク
外
で
あ
る
。
経
営
者
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

や
企
業
の
社
会
的
イ
メ
ー
ジ
が
社
員
に
響
い
て
い
な

Top Drivers of
Sustainable
Engagement

グローバル 日本 アメリカ カナダ イギリス フランス ドイツ イタリア

Leadership 1 1 1 1 1

Goals & Objectives 2 3 3 3 2 5 2 2

Workload & Work-Life 3 2 2 4 3 3 3 5

Image 4 5 5 5 2 4 4

Empowerment 5 1 4 5

Supervision 4 3

Communication 4 1

Performance Review

Pay 5

Benefits

Career development 4 2 1

図表　人的資源管理とエンゲージメント（国際比較）

出所：Towers Watson 2014 Global Workforce Study
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